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「科学技術立国」と呼ばれて 
～政府の成長戦略を探ってみよう 

吉澤 剛	  
（大阪大学）	  

PESTIワークショップシリーズ	  
「知ろう・語ろう・届けよう 科学技術イノベーション政策」	  

	  
第1回「知ろう」（2013.9.30）	  
＠ナレッジキャピタル カフェラボ 
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科学技術政策って？ 

•  科学と技術	  
–  科学（世界を知るための知識）と	  
技術（知識をもって世界を変える）	  

–  知的・文化的価値（フロンティア型）か	  
経済的・社会的・公共的価値（ミッション型）か	  

–  イノベーションって？	  

•  政策における科学技術	  
–  政策の対象（研究開発政策）	  
–  他の政策のインフラ（産業、ライフ、グリーン、IT、
公共事業、…）	  

–  政策研究のためのツール（政策のための科学）	  
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「科学技術立国」の歴史 
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土光敏夫（1896-‐1988） 

•  1975年：経団連	  
「混迷する世界経済
と今後のわが国産業
構造」（試論）	  

•  1980年：産構審	  
「80年代の通産政策
ビジョン」	  

「資源小国」から 
「技術立国」へ 
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堀越二郎（1903-‐1982） 

技術立国論（1961）	  
•  高度な工業技術を要した
大規模な産業として航空
工業を展望	  

•  資源の無駄が多いため、
組織と習慣の合理化、各
所の連絡調整により節約
すべし	  

•  公正な技術競争を 
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佐野利器（1880-‐1956） 

•  耐震理論で知られる
建築家、構造学者	  

•  関東大震災後の復興
事業を推進	  

•  日本技術協会長を務
め、1937年11月13日に
「技術立国技術者大
会」を開催	  
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科学技術基本法前史 

•  1956.5：科学技術庁設置	  
•  1959.2：科学技術会議設置	  
•  1959.6：諮問第1号「10年後を目標とする科学技
術振興の総合的基本方策について」	  

•  1960.10：同諮問答申において「科学技術に関す
る基本法の制定」を表明	  

•  1961-‐65：科学技術会議、衆議院、日本学術会議
による勧告など	  

•  1965.12：追加答申「科学技術基本法の制定につ
いて」	  

•  1966.3：自民党の文教部会から人文科学を対象
とすることについて異議、日本学術会議が反発	  

•  1968.2：法案が国会提出されるも、後に審議未
了廃案 
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科学技術基本法制定の経緯 

•  1994.3：自民党科学技術部会（尾身幸次部会
長）において議員立法の検討開始	  

•  1994.6：超党派の国家議員グループ「科学技術
と政策の会」（中山太郎代表）発足	  

•  1994.6：村山内閣（自社さ連立政権）発足 
•  1995.5：連立与党内に検討プロジェクトチーム
設置	  

•  1995.10：自社さ＋新進党の共同提案で衆議院に
法案提出	  

•  1995.11：公布、施行 
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科学技術基本法 

第一条 　この法律は、科学技術（人文科学のみに
係るものを除く。以下同じ。）の振興に関する施
策の基本となる事項を定め、…	  
	  
第九条 　政府は、科学技術の振興に関する施策の
総合的かつ計画的な推進を図るため、科学技術の
振興に関する基本的な計画（以下「科学技術基本
計画」という。）を策定しなければならない。 	  
	  
附帯決議（衆議院・参議院）	  
科学技術基本計画は、10年程度を見通した5年間の
計画とし、… 
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科学技術基本計画 

•  1995年に公布・施行された科学技術基本法に第
９条に基づき、科学技術の振興に関する施策の
総合的かつ計画的な推進を図るために策定され
る5ヶ年計画	  

•  内容の主な構成	  
–  研究開発の推進	  
–  科学技術関係人材の養成・確保	  
–  科学技術振興のための基盤の強化	  
–  産業技術力・イノベーションの強化	  
–  研究開発投資	  
–  国際化	  
–  科学技術と社会	  
–  研究開発評価	  
–  行政府のあり方 
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１・２期の科学技術基本計画 

• 第1期（1996-‐2000年度）	  
– 制度改革、政府研究開発投資の拡充	  
– 短期の準備期間（	  7ヶ月）	  
– 科学技術会議総合計画部会基本問題分科会に
おける審議	  

• 第2期（2001-‐2005年度）	  
– 科学技術と社会、産業技術力	  
– 計画策定は中央省庁再編直前の不安定な時期	  
– 各省庁・民間からなる事務局組織の働き 
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３・４期の科学技術基本計画 

• 第3期（2006-‐2010年度）	  
– 人材とイノベーション、ソフト面での基盤強
化	  

– フォローアップなどによる基本計画の反省	  
– 文科省・総合科学技術会議による審議体制の
確立	  

• 第4期（2011-‐2015年度）	  
– 社会とともに創る科学技術・イノベーション
政策	  

– 第3期と策定プロセスに大きな変化なし	  
– 東日本大震災を受けて閣議決定延期・修正	  
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第４期科学技術基本計画 

I.	  基本認識	  
-‐	  目指すべき国の姿、今後の政策の基本方針	  
	  
II.	  将来にわたる持続的な成長と社会の発展の実現 
-‐	  震災復興、グリーン／ライフイノベーション、システム改革
（「科学技術イノベーション戦略協議会」の創設） 
 
III.	  我が国が直面する重要課題への対応 
-‐	  重要課題達成のための施策、システム改革（国家的プロジェク
トの推進）、国際活動 
 
IV.	  基礎研究及び人材育成の強化 
-‐	  基礎研究の強化、人材の育成、研究環境・基盤の形成 
 
V.	  社会とともに創り進める政策の展開 
-‐	  社会との関係深化、実効性ある政策の推進（「科学技術イノ
ベーション戦略本部」）、研究開発投資の拡充 
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総合科学技術会議 
「人文科学のみに
係るものを除く」
が外れる 
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政策体系と組織体系

田原敬一郎氏提供資料 
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科学技術イノベーション	  
総合戦略 
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安倍政権の「第三の矢」 
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日本再興戦略 

日本再興戦略（2013.6.14） 
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戦略市場創造プラン 

科学技術イノベーション総合戦略
の柱に 

日本再興戦略（2013.6.14） 



21 
科学技術イノベーション総合戦略概要（2013.6.7） 

予算と直結した年間の
PDCAプロセスにより、
施策を評価・見直し 
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科学技術イノベーション総合戦略概要（2013.6.7） 
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科学技術イノベーション総合戦略概要（2013.6.7） 
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科学技術イノベーション総合戦略概要（2013.6.7） 
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科学技術イノベーション総合戦略概要（2013.6.7） 
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科学技術イノベーション総合戦略概要（2013.6.7） 
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科学技術イノベーション総合戦略概要（2013.6.7） 
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総合戦略の実行状況 
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平成22年版科学技術白書 
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山本一太「科学技術イノベーション総合戦略の実行状況について」（2013.9.13） 
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山本一太「科学技術イノベーション総合戦略の実行状況について」（2013.9.13） 
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山本一太「科学技術イノベーション総合戦略の実行状況について」（2013.9.13） 
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山本一太「科学技術イノベーション総合戦略の実行状況について」（2013.9.13） 
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こんな話題もありますが… 

•  科学技術イノベーション戦略本部（仮）	  
•  事業仕分け 
•  プログラム化のあり方	  
•  資金配分機関	  
•  大学の戦略的機能	  
•  科学研究の変容	  
•  責任ある研究・イノベーション 


